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授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Ｌカリ, ２０２１Ｌカリ, ２０２０Ｌカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】変容する社会を冷静に分析し、時 ・多岐にわたる民主政治の課題の基礎を理解し、説明できるよ
流に迎合することなく価値判断できる批判力 うになる。

・正確な基礎知識に基づいて政治課題（公共政策課題）の論点
を整理し、説明できるようになる。

⇔

２０２６Lカリ, ２０２５Ｌカリ, ２０２４Lカリ, ２０２３Ｌカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】人文学部人文学科の学士（文学） ・多岐にわたる民主政治の課題の基礎を理解し、説明できるよ
の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力が身についている。 うになる。
【思索力・受容力・批判力】 ・正確な基礎知識に基づいて政治課題（公共政策課題）の論点

を整理し、説明できるようになる。

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】必要な情報を的確に収集し、理解 ・多岐にわたる民主政治の課題の基礎を理解し、説明できるよ
し、発信する力が身についている。【メディアリテラシー・コ うになる。
ミュニケーションリテラシー・外国語能力】 ・正確な基礎知識に基づいて政治課題（公共政策課題）の論点

を整理し、説明できるようになる。

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的学力を基盤とし、持続可能 ・多岐にわたる民主政治の課題の基礎を理解し、説明できるよ
な社会を実現するための課題に取り組む力が身についている。 うになる。
【開拓力・企画発想能力】 ・正確な基礎知識に基づいて政治課題（公共政策課題）の論点

を整理し、説明できるようになる。

⇔

授業で学べる「テーマ」 地域運営、多文化協働

全学横断特別教育プログラム ローカル･イノベーター養成コース

授業の概要 社会科学とは何か。政治学とはどのような特徴を持っているのか。まず、公共性・正義、民主主義、多文
化主義・ナショナリズム、ジェンダーなど、政治学の基礎的な概念を解説する。次に、財政・社会保障・
環境エネルギー・外交安全保障政策など重要な公共政策課題を理解するための基礎知識を整理する。

授業計画 １　序：社会科学と政治学　
２　公共性・正義　
３　人権・民主主義・ガバナンス
４　多文化主義・ナショナリズム
５　ジェンダー
６　日本の政治制度
７　メディア・リテラシー
８　中間試験
９　財政政策
１０　税と社会保障改革
１１　少子高齢化対策
１２　地方創生
１３　エネルギー・環境政策
１４　外交・安全保障政策
１５　日本政治の課題（まとめ）、授業アンケート実施
＊講義の順番は入れ替わる可能性がある。

成績評価の方法 中間試験（40パーセント）・期末試験（50パーセント）・レスポンスシート（小テストと提出課題等も含
む）（10パーセント）によって評価する。中間試験と期末試験の出題は全て論述形式で行う。

成績評価の基準 授業内容の最も基本的なことが理解できていることを論述試験・レスポンスシート（小テストと提出課題
等も含む）で示せれば「その水準にある」（可）。授業内容の充分に理解し、基礎知識があることを示せ
れば「やや上にある」（良）。基礎資料や参考文献なども十分に学習したことを示せれば「かなり上にあ
る」（優）。授業や基礎資料・参考文献の学習に基づき、自己の見解を説得力のある形で示せれば「卓越
している」（秀）。

事前事後学習の内容 授業に関する基礎資料・課題などは、E-Alps システムにアップロードするので、事前に学習して授業に
参加すること。レスポンスシート・小テストを利用し、授業内容の理解を定期的に確認する。受講者数に
よっては、グループ・ディスカッションを取り入れ授業への参加を促す。小テスト・中間試験・期末試験
の受験のためには十分な復習（事後学習）が必要。各講義の参考書をできる限り読むこと。

履修上の注意 問題意識を持って新聞や雑誌を読み、ドキュメンタリー、インターネット・テレビニュースも注意して見
て欲しい。主権者として「政治」に関わる意識を持つこと。講義の進め方・難易度等に関する受講者から
の評価・感想は、歓迎する。受講者の関心を知るためにエントリーレポートを課す予定。



質問、相談への対応 講義の後の休み時間を積極的に利用すること。講義の内容に関する質問は、定期的に行うレスポンスシー
トも利用するように。メールでの質問等も可能。個別に相談等がある場合は、まずメール等で連絡するこ
と。

教科書 　教科書は使用しない。

参考書 朝日新聞社　『日本政治の超基本』（2025年　朝日新聞社）
川出良枝・谷口将紀　編　『政治学』　(2022年　東京大学出版会)
久米郁男　他　『政治学（補訂版）』　（2011年　有斐閣）
苅部直　他　編　『政治学をつかむ』　（2011年　有斐閣）
川崎修・杉田敦　編　『現代政治理論（新版補訂版）』（2023年　有斐閣アルマ）
砂原庸介　他　『政治学の第一歩』　（2025年　有斐閣ストゥディア）
バーナード・クリック　『現代政治学入門』　（2003年　講談社学術文庫）
その他、授業の際に紹介する。


